
                                 
Ⅰ 簡素で活力ある市役所の構築   

２０７百万円（２９９百万円） 

１ 効果額の内訳 

●簡素で効率的な人員体制構築の推進 

●旅費制度の見直し等 

・旅費制度の見直し 

  ・厚生会事業の見直し 

 

１９６百万円 

１１百万円 

６百万円 

５百万円 

２ 主な取組内容 

 ◇旅費制度の見直し 

   職員が勤務地内において出張する場合に支給する日当を見直し、廃止した。 

◇厚生会事業の見直し 

   厚生会におけるライフプラン支援事業の見直し等を行った。 

◇文書管理システムの活用による効率的な事務の推進 

   文書管理システムを活用した電子決裁や電子供覧について、全庁的な取組みを引き 

続き実施した。（電子決裁率：５１％〔R1〕 ⇒ ５７％〔R2〕） 

 

※その他、デジタル化の取組みとして、国勢調査や新型コロナウイルス感染症に係る  

業務等１４業務への AI-OCR 導入や、介護保険課の大量処理業務等７業務に RPA 等

を導入、3,606 種類の押印義務付け廃止を実施した。 

また、男性職員の育休取得率向上などワーク・ライフ・バランスの推進に取り組んだ。 
        

Ⅱ 外郭団体改革 

１００百万円（１００百万円） 

１ 効果額の内訳 

 ●公益財団法人の基本財産等の返還 

 

１００百万円 

 

２ 主な取組内容 

 ◇ミッションの遂行状況の評価 

   各団体のミッション遂行状況を評価した。外部の視点から評価内容を検証した。 

 ◇組織・人員体制の効率化 

   団体の自主財源で長期的に人件費を確保できることを前提に、人員の適正化に努め

た。 

◇公益財団法人の基本財産等の返還 

  返還可能な団体や金額、返還時期等について整理し、基本財産等の返還を受けた。 

（北九州産業学術推進機構（FAIS）１００百万円） 

 ◇各団体の見直し 

   同一労働同一賃金に対応するため、団体の就業規則等を見直し、団体の働き方改革

に取り組んだ。 

  

                                

       

 

Ⅲ 官民の役割分担と持続的な仕事の見直し 

〔※人件費相当分除く〕６，４９８百万円（３，１５５百万円）  
１ 効果額の内訳 

【官民の役割分担】 

 ●民間事業としても行われている業務の見直し 

・保育所１か所民営化（天籟寺）など 

【持続的な仕事の見直し】 

 ●官民の役割分担に関する見直し（総務事務センター業務の 

集約化等） 

 ●事業内容等の見直し（各局における事務事業の自主的な見直し等）  

 （歳入の確保：３１０百万円） 
・「宿泊税」の導入と活用 

・ため池の有効活用 など 

（歳出の見直し：１，１２８百万円）                                               
・北九州市営渡船小倉航路の改善     

・放課後児童クラブ整備の見直し（学校施設の更なる活用）など  

●未利用市有地の売却促進 

●特別会計の剰余金の活用等      

 

 

  １０百万円 

  （ほか人件費相当分４５百万円）

 

１１百万円 

   （ほか人件費相当分１５百万円） 

１，４３８百万円 

 

 

 

２，３６６百万円 

２，６７３百万円 

２ 主な取組内容 

【官民の役割分担】 

 ◇保育所業務 

  「元気発進！子どもプラン（第２次計画）」に基づき、令和２年４月、市立天籟寺保育所

の民営化を行った。 

【持続的な仕事の見直し】 

◇区役所電話交換業務の見直し 

令和２年度から北九州市コールセンター業務との統合・委託化を行った。 

◇放課後児童クラブ整備の見直し（学校施設の更なる活用） 

学校の余裕教室を積極的に活用し、４箇所の放課後児童クラブの施設整備を実施した。 
 
 

Ⅳ 公共施設のマネジメント 

７８百万円（７２百万円）  
〇 主な取組内容 【施設分野別の実行計画の推進】 

◇市民活動拠点施設 

勤労青少年ホーム３館（門司、若松、八幡西）を廃止した（令和２年４月１日条例廃止）。 

・門司、若松：民間売却を基本として有効活用を図る方針決定を行った。 

・八幡西：八幡西生涯学習総合センター折尾分館として令和２年４月１日供用開始。 

◇地域コミュニティ施設 

  年長者いこいの家２施設（今光、岩崎）を令和２年４月１日に廃止した。 
 
 

令和２年度 行財政改革取組結果について 

効果額 ６，８８３百万円 （３，６２６百万円）（対計画 ＋３，２５７百万円） ※全会計・事業費ベース （   ）内は、令和２年度計画 

 

議事１ 資料４ 


